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研究計画内容 【研究目的/研究背景】 

日本は国民が主権を持つ「民主主義」を採用している国であり、国民が自分の意思を表

示することは重要である。そのため、国民が政治に参加し、主権者としてその意思を政治

に反映させることのできる「選挙」は、最も重要かつ基本的な機会である。 

2019(令和元)年に参議院議員通常選挙が行われた。しかしながら、全体の投票率は総務

省の国政選挙の推移によると 48.80%であり、これを年代別で見ると以下のようになって

いる。 

年代 10 20 30 40 50 60 70 以上 

投票率

(％) 
32.28 30.96 38.78 45.99 55.43 63.58 56.31 

これらの数値から全体の投票率が低く、年代が偏っていることが分かる。 

それにより、以下の 3 つを問題意識として挙げる。 

 

⑴約半分以上の国民が投票による意思表示をしていないこと 

⑵投票に参加している約半分の国民の意見しか政治に反映できていないこと 

⑶政策にも偏りが生じ、国民や社会が求めている政策が行われないこと 

 

3 つの問題意識による影響として、候補者が投票率の高い年齢層に対して政策を行う危

険性などがあり、国民の生活の質（QOL）にも影響を及ぼす可能性がある。 

そのため、私たちは投票率を高める必要があると考え、本研究に至った。 

 

【研究内容/期待される成果】 

1.有権者が投票に行かない理由を、既に行われた調査やアンケートを用いて考察する。

この考察によって投票に際しての障壁を明確にすることができる。 

2.1 を踏まえて、最も課題と考えられる障壁を選択し、その詳細を明らかにする。 

3.2 の詳細を踏まえて、先行研究等を用い、最も実現可能性が高い政策を考える。 

 

上記の 3 つのステップを踏むことで、要素を明確にできるため、効果的な政策提言が

できる。 

そして、今回の研究テーマである【選挙の投票率を高めることができる】ことを促進でき

ることはもちろん、研究目的/研究背景で挙げた問題点⑴⑵⑶の解決にも副次的な効果が

期待できる。 

［引用文献］https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/nendaibetu/ 
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